
物件

◎ 異動内容
〒　　076 -　8555

ﾌﾘｶﾞﾅ

㊞ 　　（コード　　　　　　　　　　　　　　）

電話番号 ◯◯◯◯ （ ◯◯ ）

〒　　076 -　8555

ﾌﾘｶﾞﾅ

㊞ 　　（コード　　　　　　　　　　　　　　）

電話番号 ◯◯◯◯ （ ◯○ ）

令和　◯◯　年　◯◯　月　◯◯　日

売　買　　　・　　　贈　与　　　・　　　相　続　　　・　　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

◎ 異動資産の内訳

種類 構造

専用住宅 木造 T S H 40 年 123 45 987 654

付属家 木造 T S H 50 年 23 45 234 567

T S H 年

T S H 年

T S H 年

T S H 年

T S H 年

上記のとおり建物の所有者を変更しましたので届けます。
令和　◯◯　年　◯◯　月　◯◯　日

住 所

届出人

氏 名 ㊞

氏　　　名

異動年月日

異動の原因

旧
 

所
 

有
 

者

届出人は基本的に誰でも可能
であるが、旧・新所有者のどち
らかが望ましい。

住民票上の住所を正確に記載

税　務　花　子

建築年

住民票上の住所を性格に記載
富 良 野 市 弥 生 町 1 番 1 号

富　良　野　　太　郎

フ　ラ　ノ　 タ　ロ　ウ

1 2 3 4

ゼ イ ム　ハ ナ コ

未登記家屋の所有者の変更を届出する場合に提出
（相続・贈与の混同に注意）

富 良 野 市 弥 生 町 1 番 2号

未 登 記 家 屋 異 動 届
確認 小規模

整　　　　理　　　　欄

ﾏｽﾀｰ

住　　　所

記　載　例

地番 延床面積 ㎡ 評価額　円

新
 

所
 

有
 

者

住　　　所

氏　　　名

富 良 野 市 弥 生 町 １ 番 ２ 号

4 5 6 7

税　務　花　子

異動事由の生じた日（相続の場合は死亡年月日）

連絡先の記載は必須

該当を、まるで囲む（旧所有者が死亡の場合は必ず相続になる）

弥 生 町

弥 生 町

12番地34

56番地78

所在

税 務 課 使 用

異動資産（所有者変更）は評価上の内容を正確に記載すること
（物件数が多くてが書ききれない場合は「別紙内訳書」に記載すること）

富

税

税



物件

◎ 滅失内容

〒　　076 -　8555

ﾌﾘｶﾞﾅ

㊞ 　　（コード　　　　　　　　　　　　　　）

電話番号 0 1 6 7 （　3　9　）

令和　○　年　○　月　○日

取り壊し　　　・　　　建て替え　　　・　　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

◎ 滅失資産の内訳

種類 構造

専用住宅 木　造 T S H 50 年 123 45 1 234 567

附属家 鉄骨造 T S H 60 年 45 67 567 890

T S H 年

T S H 年

T S H 年

T S H 年

T S H 年

上記のとおり建物を滅失しましたので届けます。

住 所

届出人

氏 名 ㊞

取り壊した日付は必須

住民票上の住所を正確に記載

確認 小規模

フ　ラ　ノ　タ　ロ　ウ

富 良 野 市 弥 生 町 1 番 1 号

2 3 0 2

該当を、まるで囲む

連絡先の記載は必須

未登記家屋を取り壊した場合に提出
（滅失に限り登記物件も可）

建築年 延床面積 ㎡ 評価額　円

未 登 記 家 屋 滅 失 届

整　　　　理　　　　欄

ﾏｽﾀｰ

記　載　例

弥 生 町 123番地４５

住　　　所

地番

氏　　　名

滅失年月日

滅失の原因

所
　
有
　
者

所在

富　良　野　　太　郎

弥 生 町 123番地４５

富 良 野 市 弥 生 町 1 番 1号

富 良 野　太 郎

令和　○　年　○　月　○　日

届出人は誰の名前でも可能

税 務 課 使 用

滅失した資産（家屋）は評価上の内容を正確に記載すること
物件数が多くて書ききれない場合は「別紙内訳書」に記載すること

富

富



所　　　在 種　類 構　造

T S H 年

T S H 年

T S H 年

T S H 年

T S H 年

T S H 年

T S H 年

T S H 年

T S H 年

T S H 年

T S H 年

T S H 年

T S H 年

T S H 年

T S H 年

T S H 年

T S H 年

T S H 年

T S H 年

T S H 年

T S H 年

T S H 年

T S H 年

T S H 年

T S H 年

建 築 年 延床面積 ㎡ 評価額　円

別　紙　内　訳　書


